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公共工事の入札・契約制度と予定価格を算定するための積算は，事業執行の根幹をなすシステムといえます。これらは，長い歴史
の中でさまざまな変革を経ながら現在に至っています。特に，90 年代前半には工事発注を巡る大型の贈収賄事件などにより，公共
事業の執行に関し，国民から広範な批判を受けるとともに，さらに諸外国からわが国の建設市場開放の強い要求がなされたことを
契機に，システム全体の大きな見直しが検討されました。
具体的には，明治以来 90 年ぶりに大型工事を対象に一般競争入札が導入されました。また，前述した事件の一端は，工事費の積算その
ものが，透明性，客観性，妥当性を欠いているのではないか，そもそも高いのではないかという指摘もありました。当時の建設省は，
「積算の妥当性」と「工事の品質確保」に関する2 つの委員会を大臣の下に設置し，第三者である識者から審議していただき，課題の改
善に取り組みました。
積算に関しては，施工の実例，資機材の取引の実例と乖離がないかなどの観点から，侃々諤々の議論が展開され，価格調査の妥当性検証
や本支店経費である一般管理費の見直し，積算に関する基準類の公表などをご提言いただきました。品質確保に関しては，一般競争入
札の本格的採用，建設市場の国際化，規制緩和推進などの観点から，公共工事の品質確保・向上の柱として，「人」「技術」「制度」を取り上
げ，とりわけ「人」の重要性と技術者の資格制度にも言及していただきました。
公共事業執行における一連のプロセスすなわち基礎資料の収集・分析などの調査，事業計画の策定，工事目的物の設計・積算，施工計
画の立案，入札・契約，工事の施行，供用後の維持管理まで，工事の積算は，各プロセスと密接に関連しています。
積算は，会計法令で規定される取引の実例価格，需給の状況，数量の多寡，履行の難易，履行期間の長短などの条件に加え，品確法でい
う広義の品質（安全・品質・工程など）を担う人材を確保・育成するための，適正な利益を担保しているか否かも極めて重要です。その意
味においては，現行の入札・契約制度が技術重視を謳いつつも，結果的には価格競争に陥り，一般競争入札の導入における理念との乖
離がみられることも否定できない事実です。
本書は，工事の施工方法を反映した歩掛に基づく「積上げ積算」と「施工パッケージ型積算」の基本的な考え方を平易に解説し，工
事費の仕組みを容易に理解することができるように編纂されています。技術者は，当該工事の設計や施工計画に基づき，適用する歩
掛，施工パッケージ，見積りの可否や新技術導入との関係など，積算の限界も踏まえたさまざまな判断が重要となります。そのため，既
刊の『公共工事における積算マネジメント』と併せ，受発注者双方において，積算のみならず計画・調査，設計，施工計画に携わる技術者に
も本書の活用を推薦致します。
令和元年 5月吉日

元  国 土 交 通 省 技 監 　　　　　 　   
株式会社 I H I  常任顧問　　菊川　滋

推薦のことば

「公共工事の品質確保の促進に関する法律」（品確法）では，将来にわ
たる公共工事の品質確保とその担い手の中長期的な育成・確保のため
に，受注者の適正な利益を確保する必要から「予定価格の適切な設定」
「適正な条件明示と設計変更」「適正な工期設定」などが発注者の責務
として規定されています。

● 本書では、発注者は適正な積算のために、受注者は発注者の積算を十分に理
解するために、土木工事積算の基本的な事項をわかりやすく解説。

● 機械損料の考え方や補正方法、施工パッケージ型積算方式など最新の情報を
もとに、事例や計算例を掲載。

● 「施工パッケージ型積算実務マニュアル」（経済調査会発行）の内容を継承し、
さらに充実を図っています。

編集　経済調査会積算研究会 
発行　一般財団法人 経済調査会
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※ご記入いただいた個人情報は、ご希望がある場合を除き、本件のお申し込み以外には使用いたしません。今後、当会発行の雑誌・書籍・電子媒体および講習会等の案内を希望される場合は、
　備考の該当欄を○で囲んでください。なお、送本等の一部業務は、守秘義務を含む業務契約を締結した協力会社に委託することがあります。
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市
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1. 郵便振替（振替手数料無料） ※コンビニ支払可
2. 銀行振込（振込手数料はご負担願います）

支払方法
【選択】

当会からの
案内

●お申込み承り後、請求書（官公庁：見積書・納品書を含む）と、支払い方法で選択された振込のご案内を送付し、商品を提供いたします。
●代引きおよびHP上のカード決済の取り扱いはしておりませんので、ご了承ください。 

お支払いに
つきまして

HPでのご注文は
送料サービス

FAXでのご注文は
送料450円（税込）「BookけんせつPlaza」 03-6868-0901

● お申し込み・お問い合わせは ●

申　　込　　書

定価5,400円
（本体5,000円＋税） 申込数　　　　　  　冊土木工事 積算必携

内容見本
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◆路盤工，路盤工（ICT）

≪補正式≫（抜粋）
　【積算単価】

　　

積算地区単価×実際の使用量（全仕上り厚）
基準地区単価×標準数量（全仕上り厚）

表5-27　実数入力が設定されている施工パッケージ（路盤工，路盤工（ICT））

施工パッケージ名 条件等 標準数量（mm） 備考

・下層路盤（車道・路肩部）
・下層路盤（車道・路肩部）（ICT）

1層施工 全仕上り厚：150 層数は，1層当たりの仕上り厚
を 200 mmとして算出する（全
仕上り厚が 500 mm の場合：
500÷200＝2.5→3層施工）。
なお，施工層数は小数点以下
を切り上げるものとする

2層施工 全仕上り厚：250

3層施工 全仕上り厚：500

4層施工 全仕上り厚：650

5層施工 全仕上り厚：850

6層施工 全仕上り厚：1,100

下層路盤（歩道部）

1層施工 全仕上り厚：100

2層施工 全仕上り厚：250

3層施工 全仕上り厚：500

・上層路盤（車道・路肩部）
・上層路盤（車道・路肩部）（ICT）
　※粒度調整砕石の場合

1層施工 全仕上り厚：150 層数は，1層当たりの仕上り厚
を 150 mmとして算出する（全
仕上り厚が 200 mm の場合：
200 mm÷50 mm＝1.33→2 層 施
工）。
なお，施工層数は小数点以下
を切り上げるものとする

2層施工 全仕上り厚：250

3層施工 全仕上り厚：350

上層路盤（歩道部）

1層施工 全仕上り厚：100

2層施工 全仕上り厚：250

3層施工 全仕上り厚：350

上層路盤（車道・路肩部）
　※瀝青安定処理の場合

平均幅員
1.4 m未満

平均仕上り厚：50
1層当たり平均仕上り厚
50 mm以下

平均仕上り厚：80
1層当たり平均仕上り厚
50 mmを超え 100 mm以下

平均幅員
1.4 m以上 平均仕上り厚：80

規格 構成比 
（％）

［基準地区・年月］ 
単価

［積算地区・年月］ 
単価

Z1

クラッシャラン　C-40
（基準地区・年月：全仕上り厚 150 mm（1層））

78.28

648,000
（4,320×150） ―

再生クラッシャラン　RC-40
（積算地区・年月：全仕上り厚 200 mm（1層）） ― 400,000

（2,000×200）

（注）単価は仮定とする

表5-28　実数入力が必要な場合の例【No. 234 下層路盤（車道・路肩部）】

標準単価（P） 1,052.0 円／m 2

第5章　施工パッケージ型積算方式の積算
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◆舗装系の工種

≪補正式≫（抜粋）
　【積算単価】

　　

積算地区単価×実際の使用量（平均仕上り厚）
基準地区単価×標準数量（平均仕上り厚）

規格 構成比 
（％）

［基準地区・年月］ 
単価

［積算地区・年月］ 
単価

Z1

再生アスファルト混合物　
再生粗粒度 AS混合物（20）
（基準地区・年月：平均仕上り厚 50 mm）

79.34

442,500
（8,850×50） ―

アスファルト混合物　
粗粒度 AS混合物（20）
（積算地区・年月：平均仕上り厚 70 mm）

― 707,000
（10,100×70）

（注）単価は仮定とする

表5-30　実数入力が必要な場合の例【No. 241 基層（車道・路肩部）】

標準単価（P） 1,403.4 円／m 2

表5-29　実数入力が設定されている施工パッケージ（舗装系の工種）

施工パッケージ名 条件等（平均幅員） ［標準数量］ 
平均仕上り厚（mm） 備考

・基層（車道・路肩部）
・中間層（車道・路肩部）

1.4 m未満
50

1層当たり平均仕上り厚
50 mm以下

60
1層当たり平均仕上り厚
50 mmを超え 70 mm以下

1.4 m以上 50

表層（車道・路肩部）
1.4 m未満

50
1層当たり平均仕上り厚
50 mm以下

67.5 1層当たり平均仕上り厚
50 mmを超え 70 mm以下

1.4 m以上 50

・基層（歩道部）
・中間層（歩道部）

1.4 m未満
50

1層当たり平均仕上り厚
50 mm以下

60
1層当たり平均仕上り厚
50 mmを超え 70 mm以下

1.4 m以上 50

表層（歩道部）
1.4 m未満

40
1層当たり平均仕上り厚
50 mm以下

60
1層当たり平均仕上り厚
50 mmを超え 70 mm以下

1.4 m以上 40

排水性舗装・表層（車道・路肩部）
1.4 m未満 47.5
1.4 m以上 50

透水性アスファルト舗装
1.4 m未満 40

1.4 m以上 40
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メモ 5-2　補正式の記号の意味
　補正式は，記号だらけで数式が苦手な方には嫌悪感があるかもしれませんが，表
5-6 のように考えると，少し理解が深まるのではないでしょうか。
　なお，「 ′ 」（ダッシュ）が付くものが「積算地区」を，ダッシュが付かないものは
「基準地区（東京）」を表現しています。

❸　積算の簡素化

　施工パッケージには，積算の簡素化を目的に，条件区分をくくっているもの，複数の条
件を組み合わせて 1つの構造物単位の施工パッケージとしているものなどがあります。

1）　単価差の小さい条件区分を大くくり化

　例として，施工パッケージ【重力式擁壁】の条件区分には，歩掛で該当する雑工種（目
地材の有無，水抜きパイプの有無，吸出し防止材の有無）がありません。これは，全てな
しの単価と比べて，それぞれの有無による単価差が小さいため，条件をくくって簡素化し
ているためです。
　積算基準には「○○の有無によらず（かかわらず）適用できる」と記載されていること
から，これらの材料や設置手間を別途計上する必要はありません（図 5-4）。

表5-6　補正式の記号

記号 意味 記号 意味

P 施工パッケージの「パ」 S 市場単価の「シ」

K 機械の「キ」 r 構成比（率）の「リ」

R 労務の「ロ」 t 単価の「タ」

Z 材料の「ザ」

第5章　施工パッケージ型積算方式の積算
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2）　構造物単位の施工パッケージの設定

　例として，施工パッケージ【踏掛版】は，「コンクリート工」「目地板設置工」「型枠工」
の歩掛と，市場単価の「鉄筋工」などを組み合わせて構造物単位で設定しています。その
ため，個々の工種の単価を算出して積み上げる手間や数量算出が軽減されます（図 5-5）。
　施工パッケージ【現場打ち水路（本体）】なども同じ構造物単位の施工パッケージです。

吸出防止材
あり

目地材
あり

一般養生
あり

基礎砕石
あり

水抜きパイプ
あり

全てなし 均しコン
クリート
あり

圧送管延長
あり

（90 m以内）

34,760

36,120 36,000

35,450
35,310

35,060 35,020 34,900

34,000

35,000

36,000

（円/㎥）

全てなしと比べて単価差が 1％にも満たない 

図5-4　条件区分の簡素化の例【重力式擁壁】

m3 m3m3

m2

m2

m2

m2

m3

コンクリート
16,000 円

鉄筋工
10,000 円

［施工パッケージ型積算方式］［積上げ積算方式］

レベル 1
工事区分

レベル２
工種

レベル３
種別

レベル４
細別

レベル４
細別 総括単位総括単位 積算単位積算単位

踏掛版

型枠 アンカー
ボルト 本 本

式

式

鉄筋 ｔ ｔ

縦目地 ｍ ｍ

ｍ ｍ横目地

ゴム支承

目地板

＋

アンカー
ボルト 本本

目地板
1,000 円

標準単価型枠工
3,000 円 踏掛版

30,000 円

コンクリート踏掛版工踏掛版舗装

積上げ積算方式では，歩掛と 
市場単価を用いて各工種の単
価を算出して合算する

施工パッケージ化によって， 
細別数が 8 から 2 個に減少。 
型枠や目地板の数量算出も
不要に

図5-5　構造物単位で設定している施工パッケージの例
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